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平
成
27
年
度
海
田
町
防
災
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

日
時
◆
10
月
18
日（
日
）
8
時
～
11
時
30
分

場
所
◆
海
田
小
学
校
校
舎
・
体
育
館

訓
練
対
象
◆
海
田
小
学
校
区

訓
練
想
定
◆
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
に
伴
い
、
海
田
町
で

震
度
6
弱
の
地
震
を
観
測
す
る
と
と
も
に
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ

た
と
の
想
定
の
も
と
、
垂
直
避
難
後
、
海
田
小
学
校
へ
避
難
す
る

も
の
。

訓
練
内
容
◆
津
波
災
害
か
ら
の
垂
直

避
難
訓
練
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
よ
る
模

擬
避
難
所
開
設
訓
練
、
炊
き
出
し
訓

練
　
訓
練
当
日
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

サ
イ
レ
ン
の
音
や
避
難
指
示
な
ど
を

告
げ
る
放
送
を
行
い
ま
す
。
住
民
の

皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
意
味
の
あ
る
訓
練
を
実
施
す

る
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た
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町
内
で
発
生
す
る
犯
罪
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
異
常
気
象
な

ど
に
伴
う
河
川
な
ど
の
監
視
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の
み
な

さ
ん
の
安
全
を
守
る
た
め
、
町
内
各
地
へ
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し

ま
し
た
。

　
業
務
上
知
り
得
た
情
報
は
厳
正
に
管
理
し
、
み
な
さ
ん
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
保
護
し
ま
す
。
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町
私
道
整
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事
業
補
助
制
度
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生
活
環
境
の
向
上
と
交
通
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
私
道
に
つ
い
て
、
整
備
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
工
事
（
部
分
的
で
な
い
工
事
に
限
る
）◆

○
道
路
舗
装
の
新
設
ま
た
は
補
修
工
事

○
道
路
排
水
施
設
の
新
設
工
事

○
交
通
安
全
施
設
の
新
設
ま
た
は
補
修
工
事

※
た
だ
し
、
申
請
者
に
お
い
て
海
田
町
内
に
本
店
、
支
店
又

は
事
業
所
を
有
す
る
法
人
と
契
約
し
、
施
工
す
る
も
の
。

補
助
対
象
と
な
る
私
道
◆

○
常
時
一
般
の
交
通
の
用
に
供
し
て
い
る

○
家
屋
が
連
た
ん
し
て
い
る

○
幅
員
が
１
・
８
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る

○
築
造
さ
れ
て
5
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る

○
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る

・
私
道
の
両
端
が
公
道
に
接
し
て
い
る
も
の

・
私
道
の
一
端
が
公
道
に
、
も
う
一
端
が
幅
員
１
・
８
メ
ー

ト
ル
以
上
の
私
道
に
接
し
て
い
る
も
の

・
私
道
の
一
端
が
公
道
、
も
う
一
端
が
公
共
施
設
（
学
校
、

公
園
等
）
に
接
し
て
い
る
も
の

・
私
道
の
一
端
が
公
道
へ
通
じ
る
袋
状
道
路
で
、
道
路
利
用

世
帯
が
5
世
帯
以
上
で
あ
る
も
の

補
助
の
対
象
外
と
な
る
私
道
◆

○
整
備
に
つ
い
て
私
道
の
所
有
者
お
よ
び
そ
の
他
権
利
者
の

同
意
が
得
ら
れ
な
い
も
の

○
道
路
排
水
が
私
有
地
等
に
流
入
す
る
場
合
、
そ
の
管
理
者

ま
た
は
所
有
者
の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
も
の

※
対
象
と
な
る
工
事
の
詳
細
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助
金
の
額
◆

　
私
道
の
整
備
に
要
し
た
費
用
ま
た
は
町
が
別
に
定
め
る
費

用
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
に
2
分
の
1
を
乗
じ
て
得
た
額

（
１
，
０
０
０
円
未
満
切
捨
て
）

申
し
込
み
◆
事
前
に
建
設
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
出
し
ま

し
ょ
う
！
（
大
型
ご
み
編
）

　
環
境
セ
ン
タ
ー　
☎
8
2
3
ー
4
6
0
1
（
蕭
兼
用
）

　
大
型
ご
み
に
は
、
家
庭
ご
み
の
一
辺
が
お
お
む
ね
50
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
家
具
類
・
家
電
類
・
寝
具
類
・
そ
の
他

（
自
転
車
・
木
材
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。

●
大
型
ご
み
は
、
収
集
日
の
当
日
、
朝
8
時
30
分
ま
で
に
決

め
ら
れ
た
収
集
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
住
ん
で
い
る
地
区
以
外
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

●
大
型
ご
み
の
収
集
は
2
カ
月
に
1
回
で
す
。
収
集
日
を
確

認
し
、
決
め
ら
れ
た
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
大
型
ご
み
は
、
大
人
2
人
で
積
み
込
み
で
き
る
大
き
さ
・

重
さ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

※
注
意

　
金
属
を
含
む
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
四
方
以
下
の
も
の
は
、

資
源
物
回
収
品
（
そ
の
他
金
属
類
）
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

カ
ー
テ
ン
◆
十
文
字
に
し
ば
っ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

木
材
類
◆
長
さ
を
1
5
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
内
に
し
て
、
し
ば
っ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
太
さ
15
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
内
の

物
、
２
束
以
内
の
も
の
に
限
る
）

ス
ト
ー
ブ
・
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
◆
中

の
灯
油
は
全
て
抜
い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

布
団
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
類
◆
電
気
カ
ー
ペ
ッ

ト
・
電
気
毛
布
は
他
の
布
団
・
毛
布
・
カ
ー

ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
し
ば
っ
て
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

環
境
セ
ン
タ
ー
の
搬
入
時
間

月
～
金
曜
日
9
時
～
16
時
（
12
時
～
13
時
は
除
く
）

土
曜
日
9
時
～
11
時
30
分

（
日
曜
日
・
祝
日
・
休
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す
）

封筒に入れる前に、
調査票の記入に誤りがないか、確認をお願いします。

●国勢調査は、平成27年10月１日現在、日本に住んでいるすべての人および世帯が対象となります。
●国勢調査は、日本の人口や世帯の実態を明らかにするために、統計法という法律に基づき5年ごとに実
施する、日本で最も基本的で、重要な調査です。
●調査結果は、福祉施策や生活環境整備、災害対策など、日本の未来をつくるために欠かせないさまざま
な施策の計画策定や企業の活動を支える情報基盤として利用されます。
●国勢調査員をはじめとする調査関係者には守秘義務があり、調査内容の秘密は保護されます。

総務省・広島県・海田町

平成27年国勢調査
調査票の記入はお済みでしょうか?

※調査票が届いていない場合は、海田町役場企画課（国勢調査担当課・☎823－9212）へご連絡ください。

※10月7日（水）までの提出をよろしくお願いします。

記入いただいた調査票は、
郵送提出用封筒に入れて最寄りのポストに
投函していただくか、
調査員に渡して提出してください。

西国街道を歩こう
〜瀬野・中野編〜

　海田町と安芸区が主催し、安芸区の東端から海田町
へ向かう西国街道沿いを、ボランティアガイドの案内
で散策します。
日　時 区　　間 内　　　容

11月15日
9時～15時

JR 八本松駅北口前～
JR 瀬野駅

（約10km・峠越え）

大山峠から詩句のまち「瀬野」
を歩こう（大山峠、万葉歌碑、
吉田松陰詩詠の地、山頭火句
碑など）

12月13日
12時30分～
16時30分

JR 瀬野駅北口前～
JR 安芸中野駅

（約4km）

瀬野川とともに歩むまち「中
野」を歩こう（大イチョウ、
祇園神社、愛宕神社など）

※いずれも日曜日

定　員◆各日30人（先着順）
対　象◆区間を歩ける人
集　合◆開始時刻までに、それぞれの出発駅前へ（雨
天中止）
参加費◆各日100円
持参物◆飲み物、タオル、帽子、運動靴、リュックな
ど（11月15日は弁当持参）
申し込み◆はがき、FAX、Ｅメール、または直接安芸区
地域起こし推進課（〒736-8501 広島市安芸区船越南
3丁目4番36号  ak-chiiki@city.hiroshima.lg.jp）へ
※申し込むときは、希望日、住所、名前、年齢、電話

番号などの連絡先を記入してください。

企画課　☎823−9212　蕭823−9203
安芸区役所地域起こし推進課
　　　　☎821−4904　蕭822−8069


